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や ち ょ う
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えびの市
し

の山
やま

や川
かわ

では年間
ねんかん

を通
とお

して、１２０種
しゅ

ほどの野鳥
やちょう

が見
み

られます。 

この図鑑
ず か ん

では５０種
しゅ

を選
えら

び、留
りゅう

鳥
ちょう

・夏鳥
なつどり

・冬鳥
ふゆどり

に分
わ

けて

あります。 

 

・・・同
おな

じ地域
ち い き

で１年 中
ねんじゅう

見
み

られる鳥
とり

。 

 

・・・４月
がつ

～９月
がつ

に見
み

られる鳥
とり

。 

春
はる

に日本
に ほ ん

より南
みなみ

の地域
ち い き

（東南
とうなん

ア 

ジアなど）から渡
わた

ってきて繁殖
はんしょく

 

し、秋
あき

には南
みなみ

の地域
ち い き

に渡
わた

って冬
ふゆ

 

を過
す

ごす鳥
とり

。 

 

・・・１０月
がつ

～３月
がつ

に見
み

られる鳥
とり

。 

秋
あき

に日本
に ほ ん

より北
きた

の地域
ち い き

（ロシア 

やシベリアなど）から渡
わた

ってき 

て冬
ふゆ

を越
こ

し、春
はる

には北
きた

の地域
ち い き

に 

戻
もど

って繁殖
はんしょく

する鳥
とり

。 

夏
なつ

 鳥
どり

 

留
りゅう

鳥
ちょう

 

冬
ふゆ

 鳥
どり
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留
りゅう

鳥
ちょう
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 鳥
どり

 夏
なつ

 鳥
どり

 

ヤマセミ 
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キジ（雉） 

カイツブリ（鳰）

留
りゅう

鳥
ちょう

 

草原
そうげん

や農
のう

耕地
こ う ち

、河川敷
か せ ん じ き

などにいます。 

オスは赤
あか

い顔
かお

と 緑
みどり

の胸
むね

が目立
め だ

ちます。メスは地味
じ み

な色
いろ

をして

います。オスは「ケン、ケン」と鳴
な

きます。 

 

川
かわ

や池
いけ

で見
み

られます。足指
あしゆび

にひれ 状
じょう

の弁
べん

がついており、それ

で水
みず

をかいて潜水
せんすい

します。小魚
こざかな

などを食
た

べます。「キリリリリ」

と鳴
な

きます。 
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キジバト（雉鳩） 

オス、メス同 色
どうしょく

です。「デデッポーポー」と鳴
な

きます。林
はやし

に

いて、木
き

の実
み

を食
た

べます。公園
こうえん

や庭
にわ

でも見
み

られます。年 中
ねんじゅう

、

夫婦
ふ う ふ

で生活
せいかつ

します。巣
す

に 卵
たまご

を 2個
こ

産
う

みます 

カワウ（河鵜） 

 

オス、メス同 色
どうしょく

です。「グワー」と鳴
な

きます。川
かわ

にいます。長
なが

いくちばしと長
なが

い首を持
も

ち、水
みず

かきで水
みず

に潜
もぐ

ります。アユやウ

グイなどの 魚
さかな

を捕
つか

まえて、飲
の

み込
こ

みます。 

 

 

留
りゅう

鳥
ちょう
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留
りゅう

鳥
ちょう

 

コサギ（小鷺） 

アオサギ（蒼鷺） 

オス、メス同 色
どうしょく

です。「グァー」と大声
おおごえ

で鳴きます。川
かわ

や池
いけ

に

います。水辺
み ず べ

や水
みず

の中
なか

にじっとして待
ま

ち、近
ちか

づいた大
おお

きな 魚
さかな

はくちばしで突
つ

き刺
さ

して捕
つか

まえます。 

 

オス、メス同 色
どうしょく

です。黄色
き い ろ

い足指
あしゆび

が目立
め だ

ちます。川
かわ

や池
いけ

にい

て、魚
さかな

やカエルなどを食
た

べます。水
みず

の中
なか

で足
あし

を震
ふる

わせて 魚
さかな

を

追
お

い出
だ

し、くちばしではさんで食
た

べます 
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留
りゅう

鳥
ちょう

 

バン（鷭） 

トビ（鳶） 

オス、メス同 色
どうしょく

です。黒
くろ

い 体
からだ

にくちばしの赤
あか

と黄色
き い ろ

が目立
め だ

ち

ます。「クルルッ」と鳴
な

きます。川
かわ

や池
いけ

にいます。泳
およ

いだりし

ながら、草
くさ

の実
み

や虫
むし

などを食
た

べます 

「ピーヒョロロロ」と鳴
な

きます。 翼
つばさ

を水平
すいへい

に保
たも

って飛
と

び、尾
お

は三味線
し ゃ み せ ん

のバチ形
がた

になります。水田
すいでん

地帯
ち た い

の上 空
じょうくう

を飛
と

びながら、

ネズミ、ヘビ、カエルなどを捕
つか

まえます。 
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留
りゅう

鳥
ちょう

 

カワセミ（翡翠） 

ヤマセミ（山翡翠） 

オス、メスほぼ同 色
どうしょく

です。「飛
と

ぶ宝石
ほうせき

」ともいわれます。「チ

ィー」と鳴
な

きます。川
かわ

や池
いけ

で見
み

られます。水 中
すいちゅう

に飛
と

び込
こ

んで

魚
さかな

を捕
つか

まえます。 魚
さかな

を丸
まる

のみにします。 

オス、メスほぼ同 色
どうしょく

です。川
かわ

にいます。「キャラキャラ」と鳴
な

きます。木
き

の枝
えだ

に止
と

まって 魚
さかな

を探
さが

し、水 中
すいちゅう

に飛
と

び込
こ

んで 魚
さかな

を捕
つか

まえます。 魚
さかな

を丸
まる

のみにします。 
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コゲラ（小啄木鳥） 

アオゲラ（緑啄木鳥） 

留
りゅう

鳥
ちょう

 

キツツキの仲間
な か ま

では最 小
さいしょう

で、スズメほどの大
おお

きさです。「ギィ

ーッ キッキッ」と鳴
な

きます。山林
さんりん

にいますが、庭
にわ

や公園
こうえん

でも

見
み

られます。木
き

の幹
みき

を下
した

から上
うえ

に動
うご

きます。 

オス、メスほぼ同 色
どうしょく

です。山
やま

の 林
はやし

にいます。冬
ふゆ

に市街地
し が い ち

や公園
こうえん

の 林
はやし

で見
み

ることもあります。「キョッキョッ」と鳴
な

き、春
はる

に「ピ

ョーピョー」と鳴
な

きます。 
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モズ（百舌） 

ハシボソガラス（嘴細鴉） 

留
りゅう

鳥
ちょう

 

「キチキチ」と鳴
な

きます。秋
あき

に「キィーキィー」と高
たか

鳴
な

きしま

す。ほかの鳥
とり

の鳴
な

きまねもします。捕
つか

まえたオケラやカエルな

どを木
き

の枝
えだ

に刺
さ

してハヤニエを作
つく

ります。 

オス、メス同 色
どうしょく

です。細
ほそ

めのくちばしで、「ガーガー」と鳴
な

き

ます。 林
はやし

や農
のう

耕地
こ う ち

にいます。田畑
た は た

などで草
くさ

の実
み

や虫
むし

などを食
た

べます。冬
ふゆ

は大
おお

きな群
む

れになります。 
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ハシブトガラス（嘴太鴉） 

ヤマガラ（山雀） 

留
りゅう

鳥
ちょう

 

くちばしが太
ふと

く、「カーカー」と鳴
な

きます。林
はやし

や農
のう

耕地
こ う ち

などに

います。雑 食 性
ざっしょくせい

で市街地
し が い ち

では生
なま

ゴミも食
た

べます。冬
ふゆ

は数十羽
すうじゅうわ

の群
む

れでいます。夕方
ゆうがた

、 林
はやし

に集
あつ

まります。 

オス、メス同 色
どうしょく

です。 林
はやし

にいて、「ニィーニィー」と鳴
な

きま

す。春
はる

には「ツツピー」とさえずります。虫
むし

や木
き

の実
み

を食
た

べま

す。冬
ふゆ

は公園
こうえん

や庭
にわ

でも見
み

られます。 
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シジュウカラ（四十雀） 

ヒバリ（雲雀） 

留
りゅう

鳥
ちょう

 

オス、メスほぼ同 色
どうしょく

です。「ツツピー」と鳴
な

きます。山林
さんりん

にい

ますが、樹木
じゅもく

のある庭
にわ

や公園
こうえん

でも見
み

られます。春
はる

は庭
にわ

木
き

にかけ

た巣箱
す ば こ

に産卵
さんらん

し、ヒナを育
そだ

てることもあります。 

オス、メス同 色
どうしょく

です。草地
く さ ち

や農
のう

耕地
こ う ち

などにいます。春
はる

に空
そら

高
たか

く舞
ま

い上
あ

がり、「ピィピィピィ・・・」など早口
はやくち

でさえずりま

す。草
くさ

の実
み

や虫
むし

を食
た

べます。 
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ヒヨドリ（鵯） 

ウグイス（鶯） 

留
りゅう

鳥
ちょう

 

オス、メス同 色
どうしょく

です。 林
はやし

や公園
こうえん

にいて、「ピィーヨ」と鳴
な

き

ます。夏
なつ

はセミなどの昆 虫
こんちゅう

、冬
ふゆ

は木
き

の実
み

を食
た

べ、ツバキなど

の花
はな

の蜜
みつ

を吸
す

います。 畑
はたけ

のキャベツも食
た

べます。 

オス、メスほぼ同 色
どうしょく

です。春
はる

に「ホーホケキョ」とさえずり

ます。 林
はやし

の中
なか

やササやぶの中
なか

を活発
かっぱつ

に動
うご

き、虫
むし

などを食
た

べま

す。冬
ふゆ

は「チャッチャッ」と鳴
な

きます。 
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エナガ（柄長） 

メジロ（目白） 

留
りゅう

鳥
ちょう

 

オス、メス同 色
どうしょく

です。小さい 体
からだ

に尾
お

が長
なが

いです。「ジュリ ジ

ュリ」と鳴
な

きます。山林
さんりん

にいて昆 虫
こんちゅう

を食
た

べます。冬
ふゆ

に公園
こうえん

や

庭
にわ

で 10羽
わ

ほどの群
む

れを見
み

ることがあります。 

オス、メス同 色
どうしょく

です。「チィー」と鳴
な

きます。さえずりは「長兵衛
ち ょ う べ え

忠
ちゅう

兵衛
べ え

長 忠
ちょうちゅう

兵衛
べ え

」と聞
き

こえます。冬
ふゆ

は群
む

れでいます。家
いえ

の

庭
にわ

のツバキやボケなどの花
はな

の蜜
みつ

を吸
す

います。 
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ムクドリ（椋鳥） 

トラツグミ（虎鶫） 

留
りゅう

鳥
ちょう

 

オス、メスほぼ同 色
どうしょく

です。「キュルキュル」と鳴
な

きます。市街地
し が い ち

や農
のう

耕地
こ う ち

にいて、地上
ちじょう

を歩
ある

き回
まわ

ります。夏
なつ

は虫
むし

を食
た

べ、秋
あき

はム

クノキや柿
かき

などの木
き

の実
み

を食べます。 

オス、メス同 色
どうしょく

です。夜
よる

に口笛
くちぶえ

のような声
こえ

で「ヒィー」と鳴
な

きます。山地
さ ん ち

の暗
くら

い 林
はやし

にいて、ミミズなどを食
た

べます。冬
ふゆ

は

公園
こうえん

や家
いえ

の庭
にわ

で見
み

ることがあります。 
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スズメ（雀） 

キセキレイ（黄鶺鴒） 

留
りゅう

鳥
ちょう

 

オス、メス同 色
どうしょく

です。「チュンチュン」と鳴
な

きます。春
はる

から夏
なつ

にかけて家
いえ

の屋根
や ね

や壁
かべ

のすき間
ま

に巣
す

を作
つく

ります。虫
むし

を食
た

べ、秋
あき

から冬
ふゆ

は稲
いね

や草
くさ

の実
み

などを食
た

べます。 

オス、メス同 色
どうしょく

です。「チチンチチン」と鳴
な

きます。川
かわ

で見
み

ら

れます。水辺
み ず べ

を歩
ある

き回
まわ

り、虫
むし

を食
た

べます。石
いし

の上
うえ

で尾
お

を上下
じょうげ

に

振
ふ

るので、「イシタタキ」ともいいます。 
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ハクセキレイ（白鶺鴒） 

カワラヒワ（河原鶸） 

留
りゅう

鳥
ちょう

 

「チチチッ、チチチッ」と鳴
な

きます。川
かわ

や農
のう

耕地
こ う ち

、市街地
し が い ち

にい

ます。尾
お

を上下
じょうげ

に振
ふ

り、歩
ある

きながら虫
むし

などを食
た

べます。冬
ふゆ

の夜
よる

は、橋
はし

の下
した

や街路樹
が い ろ じ ゅ

などに集
あつ

まります。 

オス、メスほぼ同 色
どうしょく

です。「チュイーン」と鳴
な

き、春
はる

に「キリ

キリコロコロビィーン」とさえずります。林
はやし

にいますが、公園
こうえん

や農
のう

耕地
こ う ち

でも見
み

られます。 
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イカル（鵤） 

ホオジロ（頬白） 

留
りゅう

鳥
ちょう

 

オス、メス同 色
どうしょく

です。黄色
き い ろ

い大
おお

きなくちばしが目立
め だ

ちます。

「キィーコーキィー」と鳴
な

きます。 林
はやし

にいてヤマザクラやム

クノキなどの木
き

の実
み

を食
た

べます。 

オス、メスほぼ同 色
どうしょく

です。「チチッ」と鳴
な

きます。林
はやし

や農
のう

耕地
こ う ち

などにいて、虫
むし

や草
くさ

の実
み

を食
た

べます。春
はる

に草
くさ

や木
き

の上
うえ

でさえず

ります。「一筆
いっぴつ

啓 上
けいじょう

仕
つかまつ

り 候
そうろう

」と聞
き

こえます。 
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夏
なつ

 鳥
どり

 

アマサギ（黄毛鷺） 

ダイサギ（大鷺） 

オス、メス同 色
どうしょく

です。冬羽
ふゆばね

は全身
ぜんしん

白
しろ

いです。夏羽
なつばね

は 頭
あたま

や胸
むね

、

背
せ

がオレンジ色
いろ

になります。田
た

んぼにいます。バッタやカエル

などを食
た

べます。 

オス、メス同 色
どうしょく

です。くちばしと首
くび

が長
なが

い大
おお

きなシラサギで

す。「グワー」と鳴
な

きます。川
かわ

や池
いけ

で 魚
さかな

やカエル、バッタなど

を食
た

べます。 魚
さかな

はくちばしで突
つ

き刺
さ

します。 
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ヤイロチョウ（八色鳥） 

ツバメ（燕） 

夏
なつ

 鳥
どり

 

オス、メス同 色
どうしょく

です。「ピフィピフィ」と鳴
な

きます。東南
とうなん

アジ

アから渡
わた

ってきます。数
かず

が少
すく

なく、山
やま

の 林
はやし

にしかいません。

地上
ちじょう

をはね歩
ある

いて、ミミズなどを食
た

べます。 

3月
がつ

に渡
と

来
らい

します。「チュリチュリ」と鳴
な

き、空 中
くうちゅう

を飛
と

ぶ虫
むし

を

食
た

べます。4月
がつ

頃
ころ

から家
いえ

の軒先
のきさき

に巣
す

を作
つく

ります。秋
あき

に成 鳥
せいちょう

と幼
よう

鳥
ちょう

はアシ原
はら

に集 団
しゅうだん

ねぐらを作
つく

ります。 
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コムクドリ（小椋鳥） 

コサメビタキ（小鮫鶲） 

夏
なつ

 鳥
どり

 

オス、メス同 色
どうしょく

です。小柄
こ が ら

な 体
からだ

に大
おお

きな目
め

がクリっとしてい

ます。「ツィー」と鳴
な

きます。 林
はやし

にいます。木
き

の枝
えだ

に止
と

まり、

飛
と

ぶ虫
むし

を捕
つか

まえて食
た

べます。 

オスの背
せ

や肩
かた

の羽
はね

は 紫 色
ムラサキいろ

です。「キュル、キュル」と鳴
な

きま

す。林
はやし

で昆 虫
こんちゅう

、木
き

の実
み

などを食
た

べます。秋
あき

には大群
たいぐん

で南方
なんぽう

（フ

ィリピンやボルネオ）へ渡
わた

って行
い

きます。 



21 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヒドリガモ（緋鳥鴨） 

カルガモ（軽鴨） 

オス、メス同 色
どうしょく

です。くちばしの先
さき

は黄色
き い ろ

です。「グェッ、グ

ェッ」と鳴
な

きます。昼
ひる

は川
かわ

や池
いけ

に浮
う

かんで休
やす

み、夜
よる

は川
かわ

や田
た

ん

ぼで水草
みずくさ

や草
くさ

の実
み

などを食
た

べます。 

シベリア方面
ほうめん

から渡来
と ら い

します。川
かわ

や池
いけ

などに群
む

れでいます。オ

スは「ピュー」と鳴
な

きます。メスは「グヮーグヮー」と鳴
な

きま

す。 

冬
ふゆ

 鳥
どり

 



22 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マガモ（真鴨） 

コガモ（小鴨） 

オスは尻
しり

の黄色
き い ろ

が目立
め だ

ちます。オスは「ピリッピリッ」と鳴
な

き、

メスは「グェッグェッ」と鳴
な

きます。川
かわ

や池
いけ

などにいます。夜
よる

に田
た

んぼで草
くさ

の実
み

などを食
た

べます。 

シベリア南部
な ん ぶ

や中 国
ちゅうごく

北部
ほ く ぶ

から渡来
と ら い

します。池
いけ

や川
かわ

などにいて

「グェッ グェッ」と鳴
な

きます。昼
ひる

は水
みず

に浮
う

かんで休
やす

み、夜
よる

に

川
かわ

や田
た

んぼで水草
みずくさ

や草
くさ

の実
み

などを食
た

べます。 

冬
ふゆ

 鳥
どり
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キンクロハジロ（金黒羽白） 

オオバン（大鷭） 

オス、メス同 色
どうしょく

です。全身
ぜんしん

が黒
くろ

くて 額
ひたい

の白色
しろいろ

が目立
め だ

ちます。

川
かわ

や池
いけ

で、泳
およ

いだり潜
もぐ

ったりして水草
みずくさ

の根
ね

や葉
は

を食
た

べます。長
なが

い足指
あしゆび

には水
みず

かきがあり、泳
およ

ぎがうまいです。 

秋
あき

にシベリア方面
ほうめん

から渡来
と ら い

します。黒
くろ

っぽい顔
かお

に金色
きんいろ

の目
め

が

目立
め だ

ちます。 頭
あたま

に冠羽
か ん う

があります。川
かわ

や池
いけ

にいます。水
みず

に潜
もぐ

って小魚
こざかな

や水草
みずくさ

などを食
た

べます。 

冬
ふゆ

 鳥
どり
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タゲリ（田計里） 

コクマルガラス（黒丸鴉） 

10月
がつ

頃
ごろ

に中 国
ちゅうごく

大陸
たいりく

から渡
わた

ってきます。ハトくらいの大
おお

きさ

で、「キャ」と鳴
な

きます。幼
よう

鳥
ちょう

は全身
ぜんしん

が黒
くろ

く、成 鳥
せいちょう

は黒白
くろしろ

で

す。ミヤマガラスの群
む

れの中
なか

にいることが多
おお

いです。 

オス、メスほぼ同 色
どうしょく

です。 頭
あたま

に黒
くろ

くて長
なが

い冠羽
か ん う

があります。

「ミュー」と鳴
な

きます。田
た

んぼや 畑
はたけ

、草地
く さ ち

に群
む

れでいます。

ミミズなどを食
た

べます。 

冬
ふゆ

 鳥
どり
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ミヤマガラス（深山鴉） 

シロハラ（白腹） 

ロシア南部
な ん ぶ

や 中 国
ちゅうごく

北部
ほ く ぶ

から渡
わた

ってきます。オス、メスほぼ

同 色
どうしょく

です。腹
はら

が白
しろ

っぽいです。「クワッ」と鳴
な

きます。 林
はやし

や

公園
こうえん

にいて、木
き

の実
み

やミミズなどを食
た

べます。 

オス、メス同 色
どうしょく

です。10月
がつ

頃
ごろ

に中 国
ちゅうごく

大陸
たいりく

から渡
わた

ってきて、

翌年
よくとし

4月
がつ

頃
ころ

まで、田
た

んぼで稲
いね

の実
み

などを食
た

べます。数百羽
すうひゃくわ

の群
む

れが電
でん

線 上
せんじょう

にずらりと並
なら

ぶ 姿
すがた

が見
み

られます。 

冬
ふゆ

 鳥
どり
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ツグミ（鶫） 

ジョウビタキ（尉鶲） 

10月
がつ

頃
ごろ

、シベリア南部
な ん ぶ

や中 国
ちゅうごく

北部
ほ く ぶ

から渡
わた

ってきて、3月
がつ

頃
ころ

ま

でいます。庭木
に わ き

や電線
でんせん

に止
と

まって、「ヒッヒッ、カッカッ」と

鳴
な

き、おじぎをするように 頭
あたま

を動
うご

かします。 

オス、メスほぼ同 色
どうしょく

です。「クワッ クワッ」と鳴
な

きます。秋
あき

にシベリア方面
ほうめん

から渡来
と ら い

します。 林
はやし

や農
のう

耕地
こ う ち

、公園
こうえん

などにい

て、木
き

の実
み

やミミズなどを食
た

べます。 

冬
ふゆ

 鳥
どり
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アトリ（花鶏） 

アオジ（青鵐） 

ホオジロの仲間
な か ま

で、大
おお

きさはスズメくらいです。林
はやし

や 畑
はたけ

で草
くさ

の実
み

を食
た

べます。公園
こうえん

や庭
にわ

にも 姿
すがた

を見
み

せます。「チッチッ」と

鳴
な

きます。春
はる

にオスはさえずります。 

シベリア方面
ほうめん

から渡来
と ら い

します。「キョッキョッ」と鳴
な

きます。

林
はやし

や農
のう

耕地
こ う ち

にいて、木
き

の実
み

や草
くさ

の実
み

などを食
た

べます。数千羽
す う せ ん わ

から数万羽
す う ま ん ば

の大群
たいぐん

が見
み

られる年
とし

もあります。 

冬
ふゆ

 鳥
どり

 



28 
 

さくいん 
 

ア 

アオゲラ・・・・・８ 

アオサギ・・・・・５ 

アオジ・・・・・２７ 

アトリ・・・・・２７ 

アマサギ・・・・１８ 

イカル・・・・・１７ 

ウグイス・・・・１２ 

エナガ・・・・・１３ 

オオバン・・・・２３ 

 

カ 

カイツブリ・・・・３ 

カルガモ・・・・２１ 

カワウ・・・・・・４ 

カワセミ・・・・・７ 

カワラヒワ・・・１６ 

キジ・・・・・・・３ 

キジバト・・・・・４ 

キセキレイ・・・１５ 

キンクロハジロ・２３ 

コゲラ・・・・・・８ 

コガモ・・・・・２２ 

コクマルガラス・２４ 

コサギ・・・・・・５ 

コサメビタキ・・２０ 

コムクドリ・・・２０ 

 

サ 

シジュウカラ・・１１ 

ジョウビタキ・・２６ 

シロハラ・・・・２５ 

スズメ・・・・・１５ 

 

タ 

ダイサギ・・・・１８ 

タゲリ・・・・・２４ 

ツグミ・・・・・２６ 

ツバメ・・・・・１９ 

トビ・・・・・・・６ 

トラツグミ・・・１４ 

 

ハ 

ハクセキレイ・・１６ 

ハシブトガラス・１０ 

ハシボソガラス・・９ 

バン・・・・・・・６ 

ヒドリガモ・・・２１ 

ヒバリ・・・・・１１ 

ヒヨドリ・・・・１２ 

ホオジロ・・・・１７ 

 

   

 

マ 

マガモ・・・・・２２ 

ミヤマガラス・・２５ 

ムクドリ・・・・１４ 

メジロ・・・・・１３ 

モズ・・・・・・・９ 

 

ヤ 

ヤイロチョウ・・１９ 

ヤマガラ・・・・１０ 

ヤマセミ・・・・・７ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ジョウビタキ（オス） 
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